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生活科マップ・暦作成の意義についての考察
杉能　道明※
Study about the Meaning of a Life Environment Studies Map and Calendar Creation 
Michiaki Sugino
　"Independence" has been valued in Life Environment Studies from those days when 
Life Environment Studies was founded in 1989,with the aim to cultivate the basics of 
independence. "Collaboration" and "creation" are important for a child,too. I think that we 
should review Life Environment Studies as a subject that is important for children,and 
we should address in meeting the issues of education targets,contents,and evaluate.
  Twenty-six years ago,Life Environment Studies was created. A Life Environment 
Studies map and calendar flourished at each school,but now,revision is needed. What 
is the significance of a Life Environment Studies map and calendar? How does it lead 
to "independence"? In the lecture "Life Environment Studies instruction method", each 
student makes a Life Environment Studies map and calendar, and write their impressions. 
I investigated the work and the impressions of these students.
　I found that children's interests are raised if the teacher knew the area, and found local 
teaching materials,and showed it with the children.









































































































































































































































〜 5 月 14 日（水），学生が自宅に帰省す
ることが考えられるゴールデンウィーク
を作成期間に重なるよう配慮した）









































































































































棒グラフは 3 年，折れ線グラフは 4 年
で指導）
（2）生活科マップ・暦を作成した学生の感想
　平成 26 年度は，受講者 81 名全員が生活科
マップ・暦を作成し，提出することができた。
　生活科マップ・暦には，作成しての感想
を 200 字程度で記入することにしている。
学生の主な感想の例は次の通りである。
（学生Ａ）
　行ったことのある場所でも，その場所の
昔の出来事や名前の由来など知らなかった
こともありました。ここ何年か足を運ぶこ
とができていない場所もありました。しか
し，とても小さな町ですが，地域の伝統を
大切に守りつづけていて，この町に住んで
いることを誇りに思いました。マップをつ
くることで，改めて地域のことを調べるこ
とができ，特色や伝統を知り，この町がもっ
と好きになりました。
（学生Ｂ）
　マップをつくるということで，自分の学
区を改めて詳しくみることができました。
道を 1 本にして見やすくしました。花を紹
介することで，子どもたちに季節を味わっ
てもらえるかなと思いました。あと，色を
多く使うことで，見た目から入っていける
ようにしました。
（学生Ｃ）
　自分の家から小学校の周辺のマップをつ
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図記号も未習なので，配慮が必要である。
また，地域によっては季節の訪れが異なる
ため，二次資料を調べるだけでなく，実際
に地域の現場で一次資料を手に入れること
が必要になってくる。
　生活科マップは特に，教師の足で地域を
調べる地道な素材の掘り起こしが必要であ
る。学生には，現場で調べることを徹底し
てもらった。「地域の自然」「地域の施設」
に分けて作成すると分かりやすいが，子ど
もは環境を一体としてとらえることが多い
ため，活動のきっかけとなることを期待す
る生活科マップは，人，自然，施設などが
混在している場合もあってよいと考える。
5．生活科マップ・暦の活用と育成したい
力との関係
　生活科マップ・暦は，平成元年の生活科
創設当初は，地域の環境を調査し活用する
ために，各校で積極的に作成された。生活
科の教材を見出し，教材化するため，そして，
地域の環境を生かした年間指導計画を作成
するためである。場合によっては，教師の
教材研究として位置付けられ，子どもには
示されないこともあったと考えられる。し
かしながら，これからの生活科マップ・暦は，
子どもの「自立」「協働」「創造」のために
積極的に活用されるべきものだと考える。
　現在の小学校の現場で，生活科マップ・
暦を作成する際，どのように学習に活用す
べきなのだろうか。主として 2 つの活用法
があると考える。
①　教師がつくり，提示する場合
②　子どもがつくり，交流する場合
である。①の場合は，教師が生活科マッ
プ・暦を作成する。子どもが見るものであ
ることを意識して作成することが必要にな
る。子どもの興味・関心を高め，活動への
（学生Ｆ）
　児童が 1 年の見通しがもちやすいよう
に，自分の学校で行われている行事と，地
域で行われているイベントを書いた。地域
で行われているイベントは，私の知らない
ものもあり，こんなにたくさんあるとは驚
いた。児童たちにも，たくさん知ってもら
い，たくさん参加してもらいたいと思った。
また，季節の花もかいて，自然を通して，
季節を感じられるように工夫した。イラス
トもかき，低学年の児童にも分かりやすい
ようにした。（下線：筆者）
　学生ＡやＣやＥは，下線のように，「誇
りに」「もっと好きに」「新鮮な気持ちに」「季
節の移り変わりを感じる」などと書いてお
り，地域への愛着を感じたり，自ら地域の
自然を意識していきたいという内容を書い
ている。子どもが生活科マップ・暦を作成
することで，同様の意識をもつことが期待
できると考える。また，学生ＢやＣやＤや
Ｆは，下線のように，子どもの視点を意識
して，工夫した点や子どもへの思いを書い
ている。将来教育に携わる上で大切な視点
だと考える。また，この生活科マップ・暦
を作成する活動が，学生が教師の立場を意
識する上でも有効な活動であることを示し
ているとも考えられる。
　生活科マップ・暦を作成する上での留意
点がある。1 つめは，絶えず見直すことで
ある。学生Ｃも書いているが，地域の環境
は絶えず変化するので，見直しを行い，指
導計画の充実に生かして柔軟に活用できる
ようにすることが大切である。2 つめは，
低学年の子どもの理解力を考えることであ
る。教師がつくる場合は特に，未習の漢字
に読み仮名をつけたり，グラフについては
未習のものが多いことを配慮して，視覚的
に大小や全体の高低がとらえられればよし
と考えることが大切だと考える。小数や地
149
ば，低学年の担任以外の先生方の協力が得
やすいのではないかと考える。
　今，次期指導要領に向けての改訂作業が
始まっている。「自立」「協働」「創造」のキー
ワードも見える。生活科では目標の中にも
「自立」を入れて創設当時から重要なねら
いとして位置づけてきた。生活科マップ・
暦を作成することで，子どもの興味・関心・
意欲を高めて具体的な活動や体験を促した
り，生活科マップ・暦をつくる活動を通し
て，気付きの質の高めたり，思考力・判断
力・表現力を育てたり，地域への愛着をもっ
たりすることが期待できる。生活科マップ・
暦の作成は子どもが「自立」「協働」「創造」
の力をつけていくことにもつながると考え
る。いま，生活科マップ・暦作成の意義を
見直す時にきているのかもしれない。
　更に，現在，低学年の子どもが学校の登
下校や放課後に事件や事故に巻き込まれる
ニュースが頻繁に報道されている。子ども
を取り巻く環境の変化を感じるとき，生活
科マップを安全指導に活用することがより
求められるようになっていると考える。生
活科についての「改善の具体的事項」にも，
「通学路の様子を調べ，安全を守ってくれ
る人々に関心をもつなど，安全な登下校に
関する指導の充実に配慮する。」とある。
　今後は，生活科マップ・暦作成・改訂の
実態調査をしてみたい。また，生活科マッ
プ・暦を活用した授業づくりに取り組んで
みたい。
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る。つまり，具体的な活動や体験のきっか
けとなる興味・関心・意欲を高めるためで
ある。②の場合は，子どもが見つけてきた
気付きを生活科マップ上に位置づけたり，
生活科暦にまとめたりすることになる。こ
の活動の中で，「自立」「協働」「創造」の
子どもの姿が期待できる。まず，生活科マッ
プ・暦をグループで作成する活動が考えら
れる。子どもが作成する（創造）場合は，
友達と協力し，役割を分担しながら資料を
集める活動（協働）の中で，自分の役割を
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伝え合い交流する力を高めたり（自立・協
働・創造）することが期待できる。
Ⅳ．研究のまとめ
　生活科マップ・暦は生活科創設の平成元
年当時は，各学校で競うように作成されて
いた。ところが，今は作成や改訂作業はあ
まりされていないようである。生活科創設
当時の生活科マップ・暦作成の意義を考え
たとき，「地域の素材を見出し，生活科の
教材化を図る」という重要なものであった。
しかしながら，今，その意義は弱くなって
いるようである。
　現在，学校現場は多忙を極めている。生
活科マップ・暦は作成すべき意義があると
考えたとき，低学年の一部の教師だけに負
担を強いるのではなく，学校全体の先生方
の協力や地域の方々の協力も得ながら，作
成・見直しをしていくべきだと考える。そ
のためには，生活科マップや生活科暦を，
第 3 学年以上の総合的な学習の時間や社会
科や理科の学習と関連付けたり，安全指導
という視点で学校全体で共有できるもの，
複数の学年共通のものをつくることにすれ
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解説生活編」，日本文教出版
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る生活科指導法」，東洋館出版社
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